


































































































































































a 式：●○○● ／B*式：○○○●◎（乙種拗） Ⅰ-１












































b 式： ○○●● ／A*式：●○○◎（乙種拗） Ⅱ-１
b* 式： ○●●●（乙種拗）／A 式：●●○◎ Ⅱ-２
b* 式： ○●●●（乙種拗）／A*式：●○○◎（乙種拗）Ⅱ-３
b**式： ○○○● ／A 式：●●○◎ Ⅱ-４


























































































































































































































































升古塞外 已隱雲端 b*：○○●●●／A：●●●○◎ （Ⅱ-２）
河不改色 關山空自 a***：○●●●●／B*：○○○●◎（Ⅰ-10）



























































































































山際重 舟楫浪輕 b：○○○●●／A ：○●●○◎（律聯）
逐勸盃下 愁吹笛生 a*：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ-４）
















祗應盡客 復作掩荊 b*：○○●●●／A ：●●●○◎（Ⅱ-２）















































玉帳 疏珠簾 b*：○○○●●／A ：●●●○◎（律聯）
未見紫集 蒙露霑 a*：●●●○●／B*：○○○●◎（Ⅰ-４）




















































夙夜聽憂 飛濟時 a：●●○○●／B：○○●●◎ （律聯）






























































元日到人日 未有不陰時 a：○●●○●／A ：●●●○◎（失對）
氷鶯至 春較遲 a：○●○○●／B*：○○○●◎（Ⅰ-１）
雲隨白水 風振紫山悲 b*：○○●●●／A ：○●●○◎（Ⅱ-２）













































水先 春火更燒山 b：●○○●●／A ：○●●○◎（律聯）
早泊雲物晦 行波浪慳 a**：●●○●●／B*：●○○●◎（Ⅰ-８）







































































＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ￣￣ ￣＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣
●● ○○ ●× ○○ ●● ◎× ○○ ○● ●× ●● ●○ ◎×
＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ￣￣ ￣＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣
●● ○○ ●× ○○ ●● ◎× ○○ ○● ●× ●● ●○ ◎×
パターン二：「仄こり・首聯上句押韻型」
＿＿ ＿￣ ￣￣ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ￣￣ ￣＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣
●● ●○ ◎× ○○ ●● ◎× ○○ ○● ●× ●● ●○ ◎×
＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ￣￣ ￣＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣
●● ○○ ●× ○○ ●● ◎× ○○ ○● ●× ●● ●○ ◎×
パターン三：「こり・首聯上句非押韻型」
￣￣ ￣＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣
○○ ○● ●× ●● ●○ ◎× ●● ○○ ●× ○○ ●● ◎×
￣￣ ￣＿＿ ＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣
○○ ○● ●× ●● ●○ ◎× ●● ○○ ●× ○○ ●● ◎×
杜甫の五言「拗律」について（上）（丸井）（25）
パターン四：「こり・首聯上句押韻型」
￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ＿￣ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣
○○ ●● ◎× ●● ●○ ◎× ●● ○○ ●× ○○ ●● ◎×
￣￣ ￣＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣ ＿＿ ￣￣











￣￣ ＿￣ ＿＿ ＿＿ ￣￣ ￣￣ ＿＿ ＿￣ ＿＿ ￣￣ ￣＿ ￣￣
○○ ●○ ●× ●● ○○ ◎× ●● ●○ ●× ○○ ○● ◎×
無家 對  有 如金 波 斫卻 中 桂 ■光 應更 多
＿￣ ＿￣ ＿＿ ＿＿ ￣￣ ￣￣ ￣＿ ＿￣ ＿＿ ￣￣ ￣＿ ￣￣
●○ ●○ ●× ●● ○○ ◎× ○● ●○ ●× ○○ ○● ◎×
離 放紅 蕊 想像 顰 蛾 牛女 漫愁 思 秋期 渡 河
再：133「初」（仄こり 首聯上句非押韻型）
￣＿ ￣＿ ＿＿ ＿￣ ￣＿ ￣￣ ￣￣ ＿＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣
○● ○● ●× ●○ ○● ◎× ○○ ●● ●× ●● ●○ ◎×
光細 弦欲 上 影斜 輪未 安 升 古塞 外 已隱 雲 端
￣＿ ＿＿ ＿＿ ￣￣ ￣＿ ￣￣ ￣￣ ＿＿ ＿＿ ＿＿ ＿￣ ￣￣
○● ●● ●× ○○ ○● ◎× ○○ ●● ●× ●● ●○ ◎×
河 不改 色 關山 空自  庭 有白 露 暗滿  團
一定していた抑揚の	は亂れ、その長短はまちまちであり、ところ
どころ佶屈な感をすら覺えしめるが、予測された抑揚とはなるそれが
中國詩文論叢 第二十七集（26）
現れるところに、かえって讀み手の意表を衝く效果がある。方回は『瀛
奎律髓』卷之二十五「拗字」の序において、杜甫の七言「體」の拗
字の現れかたを「不止句中拗一字、出鬼。雖拗字甚多、而骨格
愈峻峭。」〔止だに句中一字を拗するのみならず、出鬼なり。拗
字甚だ多しと雖も、而して骨格愈よ峻峭たり。〕と表現しているが、この
語はそのまま杜甫の五言「拗律」にも當てはまるだろう。詩律の固定
な抑揚から故意に	
することで、そこに新奇な抑揚の美を現出しよ
うと、杜甫は目論んでいたのかもしれない。
（五）おわりに
杜甫の五言「拗律」作品は、作期にそのがすでに見られ、その
後、秦州期の五律詠物詩群において高い比をもって出現すると、
期以も一定の度を維持しながら制作されていった。杜甫の五言「拗
律」作品に見られる特とまとめるとのようになる。
①「●●○●／ ○○●◎」の形が出すること。これはときに
「●○●●／ ○○●◎」（丑特殊形式）、ひいては「●●●
●／ ○○●◎」とまでなることがあり、に仄こりの五言
「拗律」の首聯に用される。ここに杜甫の韻律上の嗜好や意圖が
明瞭に窺われる。ただしこれらの形態の出現度は、創作期がく
だるにつれて徐々に低下していく傾向が見られる。
②「 ○●●●」（仄三）が出するほか、「●○○◎」（三）
も一六例見られること。さらに「 ○●●●／●○○◎」（仄三
＋三）の組合せも七例存在すること。
③「 ○○●●」は尾聯上句に限らず、他の上句でもに「 ○
●○●」（子特殊形式、いわゆる「挾み」）に變わること。
④上句に「●○●●●」という形が一八例存在すること。なお、
常「孤」と呼ばれるのは下句の「●○●●◎」という形であり、
杜甫の五律では二例のみ存在する。
稿（下篇）では、杜甫とほぼ同時代に生きた代表な宮詩人らの五
言律詩の仄分布を査し、本稿（上篇）の考察結果と比較しながら、杜
甫の五言「拗律」に見られる特が果たして同時代の詩人らと共有さ
れていたのか、あるいは杜甫獨自の創意によるものであったのかを、
として見ていくことにしたい。
杜甫の五言「拗律」について（上）（丸井）（27）
【】
（１） ・浦龍『讀杜心解』（二冊）（北京：中書局、一九六一年十
版）下冊卷三による。なお、同書には仄韻の五言律詩は取り上げられてい
ない。仄韻の五言律詩については他日、稿を改めて論ずることにしたい。
（２）『南齊書・陸厥傳』に「永明末、爲文章。	興謝
・琅王融、以氣
・・ ・・
相推轂。汝南、善識聲韻。（沈）等文、皆用宮、以上去入爲
・・ ・ ・
四聲、以此制韻、不可減。世呼爲永明體。」とあるとおり、に謝
、
王融、、沈らによって作詩における聲が細かく規定され、世に
「永明體」と呼ばれるようになった。
（３） 元・方回、李慶甲集校點『瀛奎律髓彙』（上：上古出版
、二〇〇五年四新一版）。
（４） 香：中書局香分局、一九七三年五版。
（５） 王力氏書第九〇頁に「凡不合仄格式字，做『拗』，人謂
・・・・・・・・・ ・・ ・
『拗』，除了『二四六』拗之外，只有五言第三字和七言第五字不合才做
拗，又 B式五言第一字和七言第三字用仄聲也做拗；普 五言第一字和
七言第三字!可不論仄，也就無謂拗。現在我們爲方便見，不管二
・・・
四六或一三五，任何地位，不合仄"做拗。」（傍點は筆#）と$べて
・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・
いる。
（６） 王力氏書第九〇頁に「七言第一字（頂%上字），&A、a、b三式
五言第一字，又同式七言第三字（頭%上字）拗，可稱爲甲種拗。詩人
・・・
對此，可以不'，也可以不救。」（傍點は筆#）と$べる。
（７） 王力氏書第九一頁に「詩人對於拗句，((用『救』。拗而能救，就
不爲『病』。謂『拗救』，就是上面該地方用了仄聲，以在下面該仄
地方用聲，以爲抵償；如果上面該仄地方用了聲，下面該地方
也用仄聲以爲抵償。」とある。
（８） 王力氏書第八八頁に「五言詩句第三字和七言詩句第五字（腹%上字）
仄，以依照仄格式爲正例，不依照仄格式爲變例。」とあるが、本
・・ ・・
稿では五言の第三字に止まらず、およそ仄の格式に合わない箇を含む
ものをすべて「變例」と呼ぶことにした。
（９） 從來、「拗律」の考察を行なう場合、句を單位とするものがほとんどで
あったが、筆#は基本に聯を單位として考察した。なお、高島俊男氏の
論文「初)期における五言律詩の形*－特にその仄配置について」（『日
本中國學會報』第二十五集、第八七～一〇一頁）では、筆#が本稿で「變
例」として+った聯のうちの各句を「,生形」という呼稱で列-している。
（10） 王力氏書第九〇頁に「五言第三字&七言第五字（腹%上字）拗，
・・・・・ ・・
可稱爲乙種拗。詩人對此，儘可能'.，否則儘可能補救。」（傍點は筆#）
・・・
とある。
（11） 王力氏書第九〇頁に「B式五言第一字和七言第三字（頭%上字）
・・・・・・・・ ・
拗（/孤），可稱爲丙種拗。詩人對此，0對'.，否則必須補救。」（傍
・ ・・ ・・・
中國詩文論叢 第二十七集（28）
點は筆）とある。
（12） 方回『瀛奎律髓』卷之二十五「拗字」の序の關係箇を以下にげる。
「今『江湖』學詩，喜許渾詩『水聲東去市變（●○○●●○●），山勢
・・
北來宮殿高（○●●○○●◎）』，『湘潭雲盡山出（○○○●●○●），巴
蜀	春水來（○●●○○●◎）』，以爲丁卯句法。殊不知始於老杜，如
・・・・
『負
出井此溪女（●○●●●○●），打鼓發船何郡（●●●○○●◎）』，
『寵光與多碧（●○●●●○●），點桃舒小紅（●●○○○●◎）』
之也。」（傍點、仄符號および傍線は筆）とあり、七言律詩を例に議
論を展開しているが、これらの句はすべて下線部分、すなわち下三文字に
一定した特（上句：××××●○●／下句：××××○●◎）が顯に
見られる。
（13） 殘る二例は062「一百五日夜對」と319「自州領妻子却赴蜀山行三
首 其一」に存在する。
（14） 二〇首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品が實に一六首もある。これは杜甫の五律の、創作期をじてほぼ
變わらぬ比である。また「丑特殊形式」を含むものが一首（057「對
」）あった。
（15） 一五首のうち、「三」を含むものが017「杜位宅守」、062「一百五
日夜對」、066「喜行在三首 其三」の三首あり、このうち066「喜
行在三首 其三」は「仄三」＋「三」の組合せを含んでいる。
（16） 殘る六例は107「秦州雜詩 其十一」、173「寄王十將軍承俊」、280
「竇九歸」、334「舍弟穎赴齊州三首 其二」、576「和江陵宋大少
府春雨後同公 舍弟宴書齋」、619「北風」にある。
（17） 孤の定義は王力氏!書第八五頁に「B式"頭#上字必須依照規定，
限用聲，也就是：1。五言"『仄仄』不得改爲『仄仄仄』；…
（中略）…如果$體詩%犯了這一箇規律，就&做『犯孤』。因爲韻'"
聲字是固定"，除此之外，句中就單剩一個聲字了。孤是詩家"大忌。」
とあり、もっぱら B式の第一字が仄聲となったもののみを指すようである。
（18） 二〇首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は一七首、また「丑特殊形式」を含むものが二首（129「日」、
133「初」）あった。
（19） 一五首のうち、「三」を含むもの一首（107「秦州雜詩 其十一」）
が存在し、かつこれは「仄三」＋「三」の組合せになっている。
（20） 三首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含む
作品は一首のみであった。
（21） 四首のうち、107「秦州雜詩 其十一」は「仄三」＋「三」の組
合せになっている。
（22）『讀杜心解』卷三之二では、この二四首は129「日」、130「東樓」、131
「山寺」、132「天河」、133「初」、134「擣衣」、135「歸燕」、136「促織」、
杜甫の五言「拗律」について（上）（丸井）（29）
137「螢火」、138「蒹葭」、139「竹」、140「除架」、141「廢畦」、142
「夕烽」、143「秋笛」、144「空」、145「病馬」、146「蕃劍」、147「銅」、
148「夜憶舍弟」、149「天末懷李白」、150「思」、151「事」、152
「	」の順に竝んでいる。後
の五首は詠物詩とはいえないが、本稿で
は一應、作に屬するものと位置づけた。
（23） 一七首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は一五首あり、また「丑特殊形式」を含むものが二首（129「日
」、133「初」）あった。
（24） 一一首のうち、「三」は存在しなかった。
（25）『杜詩詳註』卷之七では「欲」を「初」に作るが、それならばこの上句
は律句となる。
（26） この時期の杜甫の五律作品にいち早く目し、かつ緻密な考察を加えら
れた先行論文として、長谷部剛氏の「杜甫詩律小考（上）」がある（『中國
詩文論叢』第十七集收）。特に氏の「秦州期になって、『變格』五律は集
中に制作され、杜甫獨自の新しい詩律の試みとして結實した、と考えら
れる」（第九八頁）という指摘は、本稿が各創作期相互の比較究を行なっ
た結果によって、より確かさをすものと思われる。
（27） 一九首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は一〇首。また「丑特殊形式」を含むものが一首（226「奉濟驛
重嚴公四韻」）あった。
（28） 一九首のうち、「三」を含むもの三首（173「寄王十將軍承俊」、
212「王竟酒高亦同」、224「屏跡三首 其三」）が存在し、うち173
「寄王十將軍承俊」は「仄三」＋「三」の組合せになっている。
（29）『杜詩詳註』卷之十一同詩の「重」字のに「義從聲、讀從去聲」と
ある。この記に從うならば、この句は律句となる。
（30） 二三首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は一九首。また「丑特殊形式」を含むものが二首（252「泛江
客」、304「李卿曄」）あった。
（31） 二八首のうち、「三」を含むものが二首（280「竇九歸」、319
「自州領妻子却赴蜀山行三首 其一」）あり、このうち280「竇九歸
」が「仄三」＋「三」の組合せを含んでいる。
（32） 一八首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は一三首。また「丑特殊形式」を含むものが三首（330「獨坐」、
349「春	」、366「長江二首 其二」）あった。
（33） 一二首のうち、「三」を含むものが334「舍弟穎赴齊州三首 其二」、
350「去蜀」の二首あり、このうち334「舍弟穎赴齊州三首 其二」は
「仄三」＋「三」の組合せを含んでいる。
（34）『杜詩詳註』卷之十三では「開」を「斟」に作るが、同じ聲である。
（35）『杜詩詳註』卷之十三では「小冠」を「拭小盤」に作るが、同じ仄
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順序である。
（36）『杜詩詳註』卷之十四では「聞」を「」に作るが、同じ聲である。
（37） 一二首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は一一首。また「丑特殊形式」を含むものが一首（386「熱三首
其三」）あった。
（38） 一九首のうち、「三」は存在しなかった。
（39）『杜詩詳註』卷之十七では「斷」を「盡」に作るが、同じ仄聲である。
（40） 二四首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は實に九首しかない。この比は他の時期に比して有意に低い。ま
た「丑特殊形式」を含むものが一首（555「戲作俳諧體悶二首 其一」）
あった。
（41） 一四首のうち、「三」を含むものが468「春題	西新賃
屋五首
其五」と482「晨雨」の二首あったが、「仄三」＋「三」の組合せは
なかった。
（42） 實はこの二例のほかに、116「秦州雜詩 其二十」頷聯下句に「應門亦
・
有兒」（●○●●◎）という例が、また542「獨坐二首 其二」頸聯下句に
も「應門試小童」（●○●●◎）という例が見える。しかしこの二つの
・
「應」字を、杜甫は聲で讀んでいたのではないかと筆は疑うものであ
り、孤の例にはあえて加えなかった。
（43） 一三首のうち、a式上句と B式下句がともに變例句となっている聯を含
む作品は七首しかなかった。なお、「丑特殊形式」を含むものは二首（5
75「宴胡侍御書堂」、611「銅官守風」）あった。
（44） 一三首のうち、「三」を含むものが576「和江陵宋大少府春雨後同
公舍弟宴書齋」、619「北風」の二首あり、いずれも「b式孤・仄
三」＋「三」の組合せになっている。
（45） 松浦友久「六新體詩から代體詩へ―『對偶性』と『拍リズム』
を中心に―」（『中國詩文論叢』第十七集收）第四四頁參照。
杜甫の五言「拗律」について（上）（丸井）（31）
